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[要 約]明治 9 (1876)年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChristianJaco b 
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(Thomas Sydenham : 1624-1689)が作製したも
のであり，阿片16容，サフラ γ6容，了字末1容，桂









































































































ごとに 1包を与えなさい. もし， 0匿吐および腹痛を起
こすものには，温湯に浸した布片あるいはノ《ップを胃
部に貼り，便秘するものには，マグネシア12グレ-/'， 
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MgC03j， ~炭酸曹達 J は『炭酸ナトリウム:
Na2COdの当て字である凶.また， Iセルテェル水」







(Picrasma ailanthoides， P. amara， P. excelsaな
ど)類を指し，ニガキラクトン，ニガキノンなどを含
む8，16) I葛斯加栗刺Jは『カスカリラ(Cascarilla) j 
のことで，これはハズ属のCrotoneluteriaの皮から
取れる苦味成分である 17) また， I苦酒」は『苦味チ
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ンキ (Tincturaamara) JIを指す 8) r葛保儒別浬窒






















































































ム(1ドラム)を研和して20包とし 1日に3回， 1 
包ずつを投与する.また，違った処方では，硝酸ビス











































当て字である. また， I格給僕Jは『コロンボ (Colombo:
防己科植物の]ateorrhizapalmataの乾燥根)j]の当て
字であり，カランビン(C 21H24 0 7) ，カランバ酸など
を含み，苦味薬，収数薬として使用された.胃カタル，
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